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【はじめに】我々は、フォトクミック・ジアリールエテン（DAE）のアモルファス膜が、光異性

化反応によってガラス転移点(表面の硬さ)が変化し、金属Mg,Zn,Mn,Pbなどに対して蒸着選択性

を示すことを報告してきた 1) 2)。一方、ジアリールエテン（DAE）の結晶表面においては Mgに

対する蒸着選択性が確認されていたが 3)、基板温度を上げることで Pb に対しても発現する事を
前回報告した 4)。今回我々は、基板温度上昇時に、消色結晶表面の硬度が高いにもかかわらず、

Mg 膜が堆積しにくくなるという現象
を見出した。 
【実験結果と考察】真空蒸着法により

金属蒸着選択性を示す DAE の消色ア

モルファス膜（膜厚 300nm）をガラス

基板上に形成し、60℃で 48時間アニー

ルすることで全面結晶化させた。次に

UV（λ＝365nm）照射により、異なる

異性化比率のサンプルを作成し、基板

温度 18℃、35 ℃、50℃でＭｇを蒸着

した。その結果を Fig. 1(a)に示す。18℃

条件では、消色状態(0%)と着色状態

(95%)にMgが堆積し、半着色状態(51%)

には堆積しなかった 3)。しかし、35℃

条件では、95%サンプルより、0％サン

プルの方で Mg が堆積しにくくなり、

50℃では、堆積しなくなった。Fig. 1 (b)

は 35℃における 0％-、95％-サンプル表面の AFM像である 95％サンプル表面には、微細なMg結

晶が、一方 0％サンプルにはより大きな Mg結晶が観察された。これは、0％サンプル表面の方が

より活発な Mg 原子の拡散が生じていることを示している。フォースカーブ評価では、消色結晶

表面では、50℃でも硬度が維持されている事から、この結果は表面の分子レベルの運度状態が影

響を与えていることが示唆される。 
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